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蓮光寺 日蓮宗 寛永 21 年（1644）
久法寺 法華宗 天和元年（1681）
全昌寺 曹洞宗 正保元年（1644）
正覚寺 浄土宗 元和年間？（1615 ～）
宗寿寺 日蓮宗 寛永 19 年（1642）以前
本光寺 法華宗 寛永 19 年（1642）
慈光院 真言宗 元和２年（1616）
山の下寺社群移転年代一覧










































































































全昌寺 （奥） と正覚寺 （手前）
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予備調査	　　2000 年 9 月　　浙江省文物考古研究所ほか
　第 1回	 　　2001 年 9 月　　浙江省文物考古研究所、 湖州		
	 　　市博物館、 馬嶴博物館、 舟山市博物館
　第 2回	 　　2002 年 2 ～ 3 月　　上海博物館
　第 3回	 　　2002 年 9 月　　浙江省文物考古研究所、 昆山		
	 　　市文物管理所、 良渚文化博物館
２　耘田器について
　「耘田器」とは、左右対称のＶ字形の刃部をもつ薄
身の石器である。その他、背部に突出部をもつ（ない
ものもある）、中央背部よりに穿孔がある（ないもの
もある）、刃部断面は両刃で刃角は小さい、といった
形態的な特徴がある。
　「耘田器」の機能・用途については、Ａ直交する柄
を付け、中耕除草具とする説（劉軍・王海明 1993）、
